
第１学年 生活科 指導案 

本時（１０/１１） 

（１）ねらい 

発見した冬特有の自然や遊びの特徴に気付き、「ふゆのすてき」についてのクイズをつくること

ができる。 

（２）使用するアプリ 

 オクリンク、カメラ機能 

（３）学習指導過程 

 〇学習活動 ・予想される児童の反応 ・留意点 ○評価 

導
入 

〇これまでの活動を振り返り、本時のめあてを確

認する。 

・校庭や新宿御苑でたくさんの「ふゆのすてき」

を見付けました。 

・風車や凧で遊びました。 

・冬について学習したことを、国語の「こ

れは、なんでしょう」で行ったクイズの

要領で発表しようと投げかけ、活動への

意欲につなげる。 

・ポスターなどクイズ以外の発表を選ん

でもよいこととする。 

展
開 

 

 

〇クイズの答えとなるものを考え、決める。 

・新宿御苑で見付けたスイセンの花にします。 

・霜柱にします。 ・凧あげにします。 

〇答えにつながるヒントを考える。 

・「これは、なんでしょう」でやってみたように、

花の形をヒントにしてみます。 

・霜柱を踏んだ時の音をヒントにしてみます。 

・イチョウの葉は、緑→黄色→なくなったことを

ヒントにしてみます。 

・風車の羽を同じ向きにひねったら回ったこと

をヒントにします。 

 

〇ペアで問題を出し合ってみる。 

・ヒントの順番を変えた方がいいと思います。 

・最後に写真を見せるといいと思います。 

・そのヒントなら、秋と比べた時のことを付け加

えることができると思います。 

〇アドバイスし合ったことを生かし、学級のみん

なや地域の方に出題できるように準備をする。 

 

 

・過去に撮影した写真を見ながら考える

とよいことを助言する。 

 

・活動の見通しがもてるように、手順を確

認する。 

・必要な道具（さくせんボード、付箋紙）

を準備する。 

・体験、場所、夏や秋との比較などをヒン

トにするとよいという視点を紹介する。 

・「さくせんボード」にヒントを書いた付

箋を貼り、どの順番で言うとより楽しく

なるかを考えるように促す。 

・途中に「ひみつさくせんタイム」を設定

し、ペアの友達と情報交換ができるよう

にする。また、オクリンクのカメラ機能

を使い、それぞれの「さくせんボード」

を共有し、参考にしてよいこととする。 

○冬特有の自然や遊び特徴を考え、ペアの

友達にクイズを出題している。（発言、

付箋紙、さくせんボード） 

終
末 

〇本時の活動を振り返り、次時の見通しをもつ。 

 ・「これは、なんでしょう」をもう一度読んで、ク

イズの出し方を練習しておきましょう。 

・今後の活動の見通しをもてるよう、次時

にはふれあい交流会でクイズ大会をす

ることを確認する。 

とくちょうをかんがえて、「ふゆのすてきクイズ」をつくろう。 



第２学年 生活科 指導案 

本時（１３/１８） 

（１）ねらい 

伝えたいことが相手に伝わるかどうかを予想しながら、伝え方を選んで地域の人に伝えるための

表現方法（作品）を決めてつくる中で、相手に応じた伝え方があることに気付くことができる。 

（２）使用するアプリ 

 Teams、カメラ機能 

（３）学習指導過程 

 〇学習活動 ・予想される児童の反応 ・留意点 ○評価 

導
入 

〇これまでの学習を振り返り、本時のめあて

を確認する。 

・「まちのすてき」をどんな方法で伝えたら

いいかな。 

 

 

・前時までに調べたことやまちたんけんⅡの

記録カードをすぐに見られるようにする。 

・Teams の投稿の記録やカメラ機能を使っ

て、まちたんけんⅡの様子を振り返る。 

 

展
開 

〇学級全体で、「伝えたいこと」と「伝え方」

について話し合う。 

・知らない１年生に発表で伝えたいな。 

・小さい子をもつお母さんに、ポスターで

知らせたいな。 

・そこを利用するお客さんにパンフレット

を配りたいな。 

 ・家の人にもまちたんけんⅡで調べたこと

を伝えたいな。 

 

〇グループで、自分たちが伝えたい「まちの

すてき」を伝える相手に会う方法を選ぶ。 

  

 

 

・まずは誰に「まちのすてき」を伝えたいの

か、「伝える相手」を確認する。そして、そ

の相手に適した表現方法を考えるようにす

る。 

・新聞やポスター、パンフレットなど、代表

的な伝え方の作品例やその写真を提示でき

るようにする。 

 

 

 

・誰に何を伝えたいのかを整理し、効果的な

表現方法をえらぶことができるように付箋

を使って話し合うようにする。 

 

○それぞれの伝え方に対して、相手がどう反

応しそうかを友達と話しながら、伝える方

法を決めている。（発言、行動観察） 

終
末 

〇本時のまとめをするとともに、次時の見通

しを立てる。 

・今後の活動の見通しをもてるよう、次時の

学習内容を確認する。 

 

まちのすてきをつたえるほうほうを 話し合ってきめよう。 



第３学年 総合的な学習の時間 指導案 

本時（３８/５５） 

（１）ねらい 

インタビューで集めた情報をグループで共有し、地域のお年寄りや子育て支援センターを利用す

る方々が地域と交流を深めたり、地域に出かけたりしたくなる企画を話し合うことができる。 

（２）使用するアプリ 

  共有フォルダ、カメラ機能、Teams 

（３）学習指導過程 

 〇学習活動 ・予想される児童の反応 ・留意点 ○評価 

導
入 

〇めあての確認をする。 

「インタビューで集めた情報から、地域のお

年寄りや小さい子供がいる家庭の人がもっ

と地域に出かけたくなるためには、どのよ

うなことができるでしょうか。」 

・楽しいイベントを開く。 

 

 

・インタビューで集めた情報を基に、様々な

立場の人が楽しめるような企画を、自分た

ちの力で作っていくことを意欲付ける。 

展
開 

〇インタビューで集めた情報を全体で確認

し、様々な立場の人の願いを基に考えるこ

とを共有する。 

 

 

 

 

〇前時に書いた、個人の考えた企画の付箋を

グループで交流し、座標軸を使って整理す

る。 

・「はとさんぽ」で、赤ちゃんと一緒に遊ぶ。 

・楽しいお店を開いて、お年寄りや小さい子

を一緒に招待する。 

・ボッチャを、お年寄りに教えてもらう。 

・お年寄りと小さい子のイベントを分ける。 

 

〇グループの意見を、全体で交流する。 

・インタビューから分かったことや、どのよ

うな願いがあると感じたかを振り返りなが

ら、本時の課題に沿って考えられるように

する。 

・共有フォルダやカメラ機能を使って、イン

タビューの様子を振り返る。 

 

・様々な年齢層の人が楽しめるイベントや、

外出したいと思えるような取り組みなど、

様々な角度からアイデアを自由に出せるよ

うに促す。 

 

・座標軸のトピックを「すぐにできる」、「時間

がかかる」、「自分たちでできる」、「他の人

の助けが必要」に分け、アイデアをグルー

プで分類できるようにする。 

・Teamsを使って、各グループの座標軸を全

体で共有する。 

〇グループで協働的な学びをすることによ

り、様々な意見の整理・まとめができる。 

終
末 

〇今日のまとめの中から、自分たちで実行で

きそうな企画に向けてグループで話し合

う。 

・自分たちで実行できそうな企画へ意欲をも

たせ、次回につなげるようにする。 

鳩森をもっと元気にする企画を考えよう。 



第４学年 総合的な学習の時間 指導案 

本時（４２/５５） 

（１）ねらい 

車いす・白杖体験をして気付いたことを自分のグループや他のグループと共有することで、自

分たちが住んでいる地域のバリアフリーについての理解を深める。 

（２）使用するアプリ 

   オクリンク、Teams 

（３）学習指導過程 

 〇学習活動 ・予想される児童の反応 ・留意点 ○評価 

導
入 

〇前時の学習を確認する。 

〇本時のめあてを確認する。 

 

 

・前時の学習の様子を電子黒板に映す。 

展
開 

〇車いすや白杖体験を通して個々に気付いた

ことをグループで共有し、他のグループに

紹介する内容を精選する。 

・道がでこぼこしていて、白杖がうまく動か

せない。 

・上り坂のときに車いすを押すのが大変だっ

た。 

 

 

 

 

 

 

〇他のグループと共有する。 

・代々木駅と北参道駅では違いがある。 

・新宿御苑に行ったときに私も意識して見て

みよう。 

 

〇他のグループの発表を聞いた感想を元のグ

ループで共有する。 

・北参道駅はエレベーターが多く、車いすの

人も利用しやすそうだった。 

・新宿御苑では、自動販売機のボタンが低い

位置にあり、車いすの人や高齢者も利用し

やすそうだった。 

・前時にタブレット端末のオクリンクにまと

めたものを確認しながら話し合う。 

・①代々木駅・車いす、②代々木駅・白杖 

③北参道駅・車いす、④北参道駅・白杖 

⑤新宿御苑・車いす、⑥新宿御苑・白杖 

○グループでの気付きが、障がいのある方の

立場に立った内容となっている。 

・精選したものを付箋に書き、マップに貼付

する。 

・事前に Teams にフィールドワークで撮っ

た写真を番号付きで添付しておく（付箋と

の番号を一致させるようにする。）。 

 

・ワールドカフェ方式をとる。 

・発表者は二人体制をとる。説明をする人と、

付箋と連動した写真を、発表を聞く人に見

せる人に分ける。 

 

〇自分たちが住んでいる地域のバリアフリー

についての理解を深めることができる。 

 

 

 

終
末 

〇本時の活動を振り返り、次時の見通しをも

つ。 

・他のグループがまとめたものをもっと知り

たい。 

・他のグループとの交流を更に深められるよ

うにする。 

車いす体験や白杖体験を通して気付いたこと共有しよう。 



第５学年 総合的な学習の時間 指導案 

本時（４６/５５） 

（１）ねらい 

ゲストティーチャーからのフィードバックや他グループから受け取ったＰＭＩシートを基に動

画の改善点について話し合い、新たな課題を設定する。 

（２）使用するアプリ 

   Canva、Teams、SharePoint、Excel 

（３）学習指導過程 

 〇学習活動 ・予想される児童の反応 ・留意点 ○評価 

導
入 

〇めあての確認をする。 

「今日の未来科の時間はどのような学習をしま

すか？」 

・前回、動画が完成したので、お互いに見合いた

いです。 

 

 

・児童が自分たちで学習が進めていると

いう意識がもてるように、児童の言葉で

めあてを設定する。 

展
開 

〇他グループの動画を見て、ＰＭＩシートに記録

をする。 

Ｐ ・魅力的な風景が伝わった。 

  ・話している言葉が聞き取りやすかった。 

Ｍ ・展開が速くて伝わりづらいのでもう少し

ゆっくり見させてほしい。 

  ・早口で聞き取りづらかった。 

Ｉ ・テロップのタイミングがよくてわかりや

すかった。 

  ・あえて文字を少なくしていて伝えたいこ

とがよくわかった。 

 

 

〇作成したＰＭＩシートを持ち寄り、改善点につ

いて話し合う。 

・外国の観光客に向けた動画なので、もう少し日

本庭園の写真をゆっくり見せた方がいいと思

った。 

・子供たちに向けた動画だから、もう少し簡単な

言葉を使った方がいいと思った。 

・自分のグループではない動画を見るこ

とで客観的な視点で動画を見られるよ

うにする。 

・それぞれのグループのテーマを事前に

確認しておき、そのテーマに沿って、Ｐ

（良い点）、Ｍ（課題点）、Ｉ（おもしろ

い点、興味を引いた点、自分のグループ

にいかせそうな点）に分けて、児童が評

価をするように声を掛ける。 

・Canvaで作成した動画を Teamsで共

有し、SharePointで共有して見合う。 

・ＰＭＩシートは Excelで共同編集する。 

 

・ＰＭＩの項目を伝え合うだけではなく、

そこから改善点を見付ける話し合いを

行うように声を掛ける。 

終
末 

〇見付けた課題点と改善点について、新たに必要

な情報はないか、次時に向けてグループで話し

合う。 

〇動画の改善点について話し合ったこと

を基に、次時に向けて課題を設定するこ

とができる。 

動画を互いに見合って、動画の改善点を話し合おう。 


